
TMPS医学館 過去問解説図書館

小 論 文 金沢医科大学医学部 2026年度型 そっくり類題
※ これは金沢医科大学の入試問題ではありません。2026年度の出題形式（課題文＋図、要約200

字以内・意見200字以内、60分）をもとに、
TMPS医学館が題材を変えて作成したオリジナル問題です。調査結果は架空のものです。

試験時間の目安：60分 次ページの原稿用紙（20字×10行）に、横書きで解答してください。句読点
や「」も1字として数え、段落の最初は1マスあけます。

薬局では、患者が飲み残した薬（残薬）が問題になっている。薬の種類が増えるほど、飲み忘れや
自己判断での中止が起きやすいとされ、残った薬が捨てられれば医療費の無駄にもつながる。
残薬の背景には、「症状が良くなったから」「副作用が心配だから」「どの薬をいつ飲むのか分か

らないから」といった、患者本人の感じ方がある。これらは、血液検査などの客観的な数値だけでは
把握しにくく、患者が実際に話してはじめて分かる。薬剤師は、処方の内容を確認するだけでなく、
飲みにくさや不安を聞き取り、飲み方を一緒に整えることが期待されている。しかし、服薬の指導に
は時間がかかり、忙しい薬局では十分に行えないこともある。
図は、架空の地域で行われた調査で、飲み残しの理由を挙げてもらった結果である。また、この地

域では、かかりつけ薬局を決めている人ほど、飲み残しが少ない傾向が見られた。
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図　薬を飲み残した理由（架空の調査・複数回答。TMPS作成）

設問1 問題文を200字以内で要約しなさい。
設問2 図と問題文をふまえ、かかりつけ薬局が残薬を減らすために果たせる役割について、あ
なたの考えを200字以内で述べなさい。
解答例と解説は、解説ページ（TMPS医学館の過去問解説図書館）に掲載しています。
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設問1　解答用紙（要約） 20字×10行＝200字（5行ごとに目印）
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設問2　解答用紙（意見） 20字×10行＝200字（5行ごとに目印）
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200
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